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（
三
）
第
一
○
・
一
一
Ｍ
総
選
挙
Ｈ
露
戦
後
か
ら
大
正
政
変
ま
で
の
間
は
、
桂
太
郎
と
西
剛
寺
公
望
に
よ
る
政
権
交
互
担
当
期
で
あ
り
、
「
桂
園
時
代
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
尾
崎
は
、
明
治
三
六
年
六
川
よ
り
四
五
年
六
月
ま
で
東
京
市
長
に
就
任
し
て
お
り
、
こ
の
「
東
京
市
長
期
」
が
桂
園
時
代
と
ほ
ぼ
合
致
す
る
。
尾
崎
は
桂
園
時
代
を
振
り
返
り
、
「
藩
閥
と
政
党
と
の
妥
協
政
治
が
、
十
年
あ
ま
り
も
続
い
た
。
丁
度
私
が
東
京
巾
長
を
し
て、政治避動から通ざかつでいた時什でん腿」（傍点筆者）
と
述
べ
て
い
る
。
確
か
に
、
政
友
会
離
党
後
の
尾
崎
は
、
同
志
研
究
会
・
無
名
倶
楽
部
・
政
交
倶
楽
部
・
猫
興
会
・
又
新
会
と
小
会
派
を
渡
り
歩
き
、
明
治
四
二
年
に
は
政
友
会
へ
復
党
す
る
も
の
の
、
以
前
の
よ
う
な
活
発
な
政
治
運
動
を
行
っ
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。
激
務
で
あ
る
東
京
市
長
職
に
加
え
て
、
体
調
不
良
や
前
妻
死
去
も
原
因
と
考
え
ら
れ
る
が
、
「
政
治
的
空
白
の
十
年
」
と
言
え
よ
う
。
こ
の
間
に
行
わ
れ
た
の
が
第
一
○
・
二
回
総
選
挙
で
あ
る
。
「
政
治
的
空
白
の
十
年
」
に
行
わ
れ
た
第
一
○
・
一
一
Ｍ
総
選
挙
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
実
証
す
る
よ
う
に
、
栗
原
は
（団）
度
〈
云
郡
で
の
得
西
下
を
激
減
さ
せ
て
い
る
。
宇
治
山
田
政
界
の
併
呑
を
企
川
す
る
浜
田
に
と
っ
て
、
残
る
目
標
は
衰
退
化
の
一
途
を
辿
る
好
友
会
だ
け
で
あ
っ
た
。
法
政
史
学
第
七
十
号
に
関
し
て
は
、
的
確
な
史
料
が
な
く
、
伊
勢
新
聞
も
詳
細
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。
尾
崎
の
苦
戦
を
伝
え
る
が
、
投
票
の
直
前
を
迎
え
る
と
急
に
優
勢
へ
と
転
ず
る
よ
う
な
記
載
が
見
受
け
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
東
京
市
長
と
い
う
顕
職
に
就
任
し
て
い
る
と
は
い
え
、
政
治
的
活
動
に
消
極
的
な
尾
崎
で
あ
り
、
し
か
も
好
友
会
は
崩
壊
寸
前
の
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
様
相
で
あ
り
な
が
ら
、
尾
崎
は
優
勢
な
選
挙
戦
を
展
開
し
て
お
り
、
こ
れ
に
は
不
可
思
議
な
観
さ
え
覚
え
る
。
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
優
勢
を
維
持
で
き
た
理
由
と
し
て
、
第
一
○
・
二
回
総
選
挙
は
、
満
期
に
よ
る
選
挙
の
割
に
は
立
候
補
者
が
少
な
く
、
か
つ
「
輸
入
候
補
者
」
の
多
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
郡
部
選
挙
〆
に
蒔
か
れ
た
種
の
萌
芽
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
で
も
、
明
治
川
一
年
の
第
一
○
Ｍ
総
選
挙
で
は
、
好
友
会
・
三
重
銀
行
と
も
に
存
在
中
で
、
衰
退
し
な
が
ら
も
支
援
は
可
能
で
あ
っ
た
。
ただし、明治四二年に一一一重銀行は破綻し、明治四一一一年の
好
友
会
解
散
で
、
宇
治
山
田
の
地
盤
は
公
同
会
・
中
立
派
と
と
も
に
「
神
都
倶
楽
部
」
と
い
う
名
称
を
冠
す
る
浜
田
支
援
組
織
と
化
す
。
明
治
四
五
年
に
行
わ
れ
た
第
二
回
総
選
挙
の
様
相
は
、
さ
ら
に
不
明
で
あ
る
。
県
内
の
状
況
は
、
Ｈ
糖
疑
獄
に
よ
り
栗
原
が
引
退
そ
の
ま
ま
死
去
し
、
第
一
回
総
選
挙
か
ら
の
古
豪
は
尾
崎
を
除
き
消
滅
し
た
。
Ⅲ
五
区
の
状
況
は
、
好
友
会
は
解
散
し
た
も
の
の
、
度
会
郡
一ハーー
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北
西
地
域
の
二
部
は
健
在
で
あ
り
、
引
き
続
き
支
援
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。
宇
治
山
田
で
も
吉
沢
重
郎
が
神
都
倶
楽
部
の
間
隙
を
突
き
な
が
ら
活
動
し
て
い
た
。
森
本
も
、
尾
崎
と
の
関
係
は
完
全
な
断
絶
で
は
な
く
、
苦
戦
に
よ
る
要
請
が
あ
れ
ば
、
あ
る
程
度
の
支
（記）
援を行い、士心摩郡の票を提供したようである。これらの理
由
に
よ
り
、
好
友
会
解
散
後
で
は
あ
る
が
、
宇
治
山
田
を
除
く
旧
五
区
の
中
枢
地
盤
は
辛
う
じ
て
維
持
が
可
能
だ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
ま
た
、
旧
五
反
を
立
脚
地
と
す
る
対
立
候
補
が
浜
田
だ
け
で
あ
っ
た
こ
と
も
幸
い
し
た
。
こ
の
中
枢
地
盤
と
、
恐
ら
く
知
名
度
に
よ
る
北
勢
か
ら
の
投
票
が
、
当
選
を
可
能
に
し
た
と
思
わ
れ
る
。
好
友
会
の
推
移
を
見
て
き
た
。
号
堂
会
と
の
違
い
は
、
宇
治
山
田
の
三
重
銀
行
関
係
者
と
弁
護
士
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
構
成
さ
れ
、
中
枢
構
成
員
を
宇
治
山
田
町
会
ｌ
度
会
郡
会
’
三
重
県
会
へ
送
り
込
む
と
い
う
、
一
般
的
な
候
補
者
と
変
わ
ら
な
い
よ
う
な
組
織
だ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
尾
崎
支
援
組
織
で
あ
る
と
阿
時
に
、
宇
治
山
田
政
界
を
中
心
と
し
た
改
進
党
（
進
歩
党
・
憲
政
本
党
）
の
党
勢
拡
張
組
織
だ
っ
た
。
所
属
政
党
よ
り
も
自
分
の
思
想
信
条
を
優
先
さ
せ
る
傾
向
に
あ
っ
た
尾
崎
で
は
あ
る
が
、
こ
の
当
時
に
お
い
て
は
党
務
や
党
勢
拡
張
に
尽
力
し
て
い
る
。
し
か
し
、
三
重
県
内
の
党
勢
拡
明
治
期
に
お
け
る
尾
崎
行
雄
の
選
挙
（
二
）
（
渡
辺
）
お
わ
り
に
張
に
関
し
て
は
、
実
質
的
に
森
本
と
白
井
以
下
の
好
友
会
が
行
っ
た
ものと一一一一口える。
そ
し
て
、
無
条
件
で
尾
崎
を
受
け
入
れ
る
よ
う
な
資
質
が
あ
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
面
が
、
や
が
て
好
友
会
が
衰
退
し
た
時
に
、
号
堂
会
へ
推
移
で
き
る
素
地
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
大
正
政
変
を
経
て
「
憲
政
の
神
様
」
と
な
っ
た
尾
崎
で
あ
る
が
、
政
変
後
に
行
わ
れ
た
大
正
四
年
の
策
一
二
同
総
選
挙
で
、
今
後
の
様
机
を
完
全
に
決
定
づ
け
る
ほ
ど
の
絶
対
磐
石
と
な
り
、
号
堂
会
も
正
式
に
発
足
し
た
。
好
友
会
式
の
不
安
要
素
を
払
拭
し
た
、
号
堂
会
式
選
挙
の
成
立
で
も
あ
る
。
そ
れ
を
見
刷
け
た
よ
う
に
、
翌
年
に
（別）
行
正
が
没
す
る
。
好
友
会
式
の
選
挙
と
は
、
「
憲
政
の
神
様
」
以
前
の
選
挙
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
好
友
会
式
を
引
き
継
い
だ
の
が
、
浜
田
で
あ
っ
た
と
一一一一口えよう・浜田は尾崎から宇治山肌瓶の地盤を奪ったが、
支
援
組
織
（
神
都
倶
楽
部
）
の
様
相
は
、
中
枢
構
成
員
を
宇
治
川
田
市
会
ｌ
県
会
へ
送
り
込
む
と
い
う
、
好
友
会
と
変
わ
ら
な
い
手
法
で
あ
っ
た
。
合
わ
せ
て
、
壮
絶
な
宇
治
山
川
政
界
の
対
立
ま
で
引
き
継
ぐ
こ
と
と
な
る
。
こ
の
好
友
会
と
い
う
組
織
を
、
な
ぜ
尾
崎
は
記
録
に
残
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
好
友
会
式
の
選
挙
は
、
中
枢
構
成
員
の
町
会
・
郡
会
・
県
会
選
挙
を
支
援
す
る
煩
わ
し
さ
、
地
盤
で
党
勢
拡
張
を
行
一ハ一一一
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う
煩
わ
し
ざ
、
そ
し
て
宇
治
山
田
を
中
心
と
し
た
激
し
い
政
争
に
対
応
す
る
煩
わ
し
さ
が
付
随
す
る
。
豐
堂
会
式
選
挙
へ
の
移
行
は
、
こ
う
し
た
要
素
か
ら
の
解
放
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
煩
わ
し
さ
を
、
「
憲
政
の
神
様
」
と
し
て
絶
対
磐
石
な
態
勢
を
保
持
で
き
た
尾
崎
は
、
思
い
出
し
た
く
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、
本
稿
は
森
本
確
也
宛
尾
崎
行
雄
書
簡
と
伊
勢
新
聞
の
み
に
依
拠
し
て
い
る
観
が
強
い
。
特
に
第
八
回
総
選
挙
以
降
は
推
測
が
多
く
、
か
な
り
の
空
白
部
分
を
残
し
て
い
る
と
言
え
る
。
好
友
会
・
公
何
会
関
係
者
の
地
域
史
料
発
掘
な
ど
に
よ
り
、
後
世
の
研
究
に
お
い
て
空
白
部
分
を
解
明
し
て
貰
え
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。
註（
１
）
坂
上
順
夫
「
尾
崎
行
雄
の
選
挙
ｌ
世
界
に
誇
れ
る
豐
堂
選
挙
を
支
え
た
人
々
ｌ
」
（
和
泉
書
院
、
平
成
一
二
年
）
、
相
馬
雪
香
／
富
田
信
男
／
青
木
一
能
編
著
「
号
堂
尾
崎
行
雄
」
（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
平
成
一
二
年
）
、
伊
佐
秀
雄
「
人
物
叢
書
尾
崎
行
雄
」
（
吉
川
弘
文
館、昭和三五年）。
（
２
）
主
と
し
て
「
尾
崎
行
雄
全
集
第
十
巻
」
、
叙
伝
・
川
顧
録
（
平
凡
社、昭和二年）と、「尾崎Ⅲ一万堂全集第十一巻」叩一万堂自伝
（公論社、昭和三一年）を参照した。
（
３
）
拙
稿
「
森
本
確
也
宛
尾
崎
行
雄
書
簡
紹
介
」
Ｓ
法
政
史
学
」
六
八
号
、
平
成
一
九
年
九
月
）
、
拙
稿
「
明
治
期
に
お
け
る
尾
崎
行
雄
の
法
政
史
学
第
七
十
号
選
挙
（
１
）
’
第
七
回
総
選
挙
の
諸
相
ｌ
」
（
「
法
政
史
学
」
六
九
号
、
平
成
二
○
年
三
月
）
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
拙
稿
と
本
稿
は
実
質
的
な
連
作
で
あ
る
た
め
、
併
読
を
願
う
次
第
で
あ
る
。
（４）明治一一一一一年に至る三重県内の政治組織結成過程は、西川
洋「１８８７１８９年の三重県地域自由民権結社」〈「一一一亜
大
学
法
経
論
叢
」
三
巻
二
号
、
昭
和
六
一
年
三
月
）
に
概
要
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
（
５
）
国
会
図
書
館
新
聞
資
料
室
所
蔵
「
伊
勢
新
聞
［
マ
イ
ク
ロ
版
』
明
治
二
三
年
五
月
一
Ⅱ
一
面
。
以
下
、
国
会
図
書
館
新
聞
資
料
室
所
蔵
「
伊
勢
新
聞
［
マ
イ
ク
ロ
版
邑
は
、
「
伊
勢
新
聞
」
と
略
す
。
（６）前掲「尾崎叩一万堂全集第十一巻」二○九頁。
（７）「伊勢新聞」明治二三年七月一一七日一面。
（８）前掲「尾崎Ⅱ一万堂全集第十一巻」二○九頁。
（
９
）
伊
勢
市
旅
館
「
紅
葉
軒
」
所
蔵
明
治
（
）
年
（
）
月
皿
日
付
尾
崎
行
正
宛
尾
崎
行
雄
書
簡
拝
啓
托
高
瀬
一
書
謹
呈
仕
候
。
尊
諭
の
条
々
は
委
細
諏
承
仕
候。
一
擴
山
株
券
の
事
は
、
山
羽
白
井
等
重
立
た
る
人
々
と
熟
議
を
遂
け
た
る
後
な
ら
て
は
、
却
て
後
来
悪
感
情
を
生
す
へ
し
と
痛
心
罷
在
候
間
、
高
瀬
氏
よ
り
委
曲
御
聞
取
被
下
度候。
一
長
合
羽
は
不
Ⅲ
拝
送
可
仕
候
。
一
大
隈
仙
の
名
義
（
株
券
に
）
を
用
い
ろ
は
容
易
に
承
諾
六
四
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行
雄
父
上
様
こ
の
書
簡
は
、
年
代
推
定
不
明
で
あ
る
が
、
尾
崎
か
ら
行
正
へ
明
治
二
○
～
一
一
一
○
年
代
に
川
さ
れ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
一
瞥
す
る
と
家
政
だ
け
の
記
述
に
兄
え
る
が
、
「
山
羽
、
州
」
は
後
述
す
る
好
友
公
の
枢
饗
構
成
ｕ
で
あ
る
こ
と
や
、
改
進
（
進
歩
）
党
党
竹
・
大
隈
取
信
の
名
も
見
ら
れ
る
た
め
、
行
正
の
政
治
性
を
感
ず
る
こ
と
も
可
能
と
考
え
ら
れ
る
。
（皿）前掲「尾崎行雄全集第十巻」四九五～Ⅲ九七頁。
（
Ⅱ
）
鵜
殿
村
長
・
南
牟
婁
郡
会
議
貝
・
三
重
県
会
議
員
・
政
友
会
一
一
一
重
県
文
部
踵
な
ど
を
長
く
務
め
、
後
の
大
正
十
三
年
・
第
一
流
Ⅲ
総
選
挙
で
は
憲
政
史
上
最
高
齢
の
七
三
歳
で
衆
議
院
議
ｕ
へ
の
初
当
選
を
果
た
し
た
。
初
当
選
に
至
る
過
程
で
、
第
二
・
六
・
七
回
総
選
挙
に
落
選
し
て
い
る
が
、
特
に
第
七
Ⅲ
総
選
挙
で
の
「
反
乱
」
は
尾
崎
を
揺るがした。
な
お
人
物
解
脱
に
関
し
て
は
、
Ｎ
会
鱗
ｕ
経
験
行
は
各
椰
繊
皿
詔
鑑
・
廠
新
二
「
Ⅱ
本
政
沿
史
に
残
る
三
頭
県
選
川
川
会
繊
ｕ
」
（
廠
新
二
、
昭
和
六
○
年
）
・
「
国
史
大
辞
典
」
を
、
脚
会
議
貝
以
外
の
第
五
匹
を
中
心
と
し
た
人
物
は
服
部
英
雄
「
三
重
県
紳
士
録
」
（
一
一
一
歳
明
治
期
に
お
け
る
尾
崎
行
雄
の
選
挙
（
二
）
（
渡
辺
）
を
得
が
た
か
る
へ
し
。
尚
ほ
様
子
を
間
合
せ
た
る
上
、
承
れ
て
可
巾
上
候
。
他
に
も
一
二
人
は
応
す
る
者
あ
ら
ん
。
｜
千
代
行
武
等
の
事
は
追
て
可
申
上
候
。
先
は
右
取
急
き
。
草
々
不
尽
県
紳
士
録
編
纂
会
、
大
正
四
年
）
・
中
村
英
彦
原
著
／
川
端
義
夫
校
訂
「
度
会
人
物
誌
」
（
占
川
書
店
、
昭
和
五
○
年
）
・
三
谷
敏
一
「
神
都名家集」（一一一谷敏一、明治一一一四年）・一二宅磯市「勢伊志紀
顔
見
立
評
判
記
」
（
一
二
宅
磯
市
、
明
治
二
一
年
）
を
そ
れ
ぞ
れ
参
照
と
し
、
｜
部
に
補
足
を
加
え
た
。
（皿）「伊勢新聞」明治二五年一一一月二七日一一面。
（皿）「伊勢新聞」明治二五年Ⅲ月一九Ｈ一一一面。
（
型
お
お
む
ね
現
在
の
度
会
郡
小
俣
町
（
平
成
一
七
年
三
川
に
伊
勢
巾と合併）・伊勢市川端町川辺・度会郡玉城町が該門する。
（
垣
拙
柚
「
森
本
確
也
宛
尼
崎
行
雄
将
耐
紹
介
」
’
し
頁
に
て
、
「
第
一
部
が
宇
治
山
川
町
、
第
二
部
が
宇
沿
山
川
を
除
く
度
会
川
」
と
説
明
し
た
が
、
や
や
粘
繊
を
欠
い
た
。
厳
密
に
は
、
こ
こ
で
の
記
救
が
正しい。
（
蛆
）
文
久
三
年
に
生
ま
れ
、
宇
治
山
川
町
会
議
員
・
宇
治
山
川
町
長
・
県
会
議
員
・
同
参
事
会
員
を
歴
任
し
た
。
ま
た
、
三
重
銀
行
頭
取
や
参
宮
鉄
道
会
社
社
長
代
理
を
務
め
る
な
ど
、
調
業
家
と
し
て
の
血
も
持
つ
。
歌
舞
伎
「
伊
勢
音
頭
恋
寝
刃
」
で
登
場
す
る
伊
勢
古
市
妓
楼
「
油
屋
」
の
第
一
○
代
当
主
（
十
代
目
清
右
衛
門
）
で
あ
っ
た
が
、
旅
館
に
転
業
し
、
そ
の
際
に
「
情
栄
門
」
と
改
名
し
た
。
昭
和
七
年
に没する。
（
Ⅳ
）
志
摩
郡
総
力
付
（
現
、
志
摩
巾
阿
児
町
鵜
力
）
Ⅲ
身
、
文
久
二
年
生
ま
れ
。
三
砿
師
範
学
校
を
総
て
川
人
社
英
学
科
・
漢
学
科
卒
業
。
三重県会議員・川常置委員などを経て、第一一一～六・八Ｍ総
選
挙
に
当
選
す
る
。
実
業
家
と
し
て
は
、
三
重
県
農
工
銀
行
頭
取
を
六
五
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長
く
務
め
た
。
志
摩
郡
有
数
の
大
地
主
だ
っ
た
こ
と
と
も
合
わ
せ
て
、
昭
和
二
年
に
没
す
る
ま
で
三
重
の
政
財
界
へ
影
響
を
与
え
た
。
（
旧
）
前
掲
「
森
本
確
也
宛
尾
崎
行
雄
書
簡
紹
介
」
六
九
頁
の
肋
型
書
簡
を参照。
（
旧
）
白
井
と
森
本
を
除
く
六
名
は
、
「
伊
勢
新
聞
」
の
好
友
会
に
関
す
る
記
事
か
ら
氏
名
を
判
断
し
、
さ
ら
に
銀
行
関
係
者
は
「
伊
勢
新
聞」の広告に依った。なお、尾崎一一呉は明治一一一二年に没し
ている。
（
別
）
安
政
五
年
生
ま
れ
、
宮
崎
学
校
で
の
尾
崎
の
同
級
生
。
度
会
郡
書
記
・
宮
後
町
戸
長
・
宇
治
山
川
町
会
議
員
・
宇
治
山
田
町
収
入
役
・
宇
治
山
田
町
助
役
を
経
て
宇
治
山
田
町
長
に
就
任
す
る
が
、
郡
会
議
員
選
挙
名
簿
作
成
に
失
態
が
あ
っ
た
と
し
て
懲
戒
免
職
と
な
る
。
以
後
は
八
Ⅱ
市
場
町
総
代
を
長
く
務
め
た
。
初
代
砦
堂
会
長
。
（
Ⅲ
）
明
治
元
年
に
生
ま
れ
、
三
重
師
範
学
校
か
ら
東
京
法
学
院
を
卒
業
し
、
宇
治
山
田
町
岡
本
や
県
内
各
地
に
弁
護
士
事
務
所
を
開
く
。
宇
治
山
田
町
会
議
員
・
度
会
郡
会
議
員
を
経
て
、
第
七
・
八
回
総
選
挙
に
落
選
、
第
九
皿
総
選
挙
か
ら
は
十
二
Ｍ
連
続
当
選
を
果
た
し
、
衆
議
院
副
議
長
・
同
議
長
に
も
就
任
す
る
。
衆
議
院
当
選
後
は
宇
治
山
田
市
会
議
員
・
川
議
長
も
務
め
た
。
当
初
の
浜
川
は
好
友
会
に
所
属
し
、
若
年
な
が
ら
も
枢
要
な
位
潰
を
占
め
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
第
七
回
総
選
挙
に
単
独
出
馬
し
た
た
め
、
好
友
会
を
除
名
処
分
と
な
る
。
（
犯
）
明
治
二
二
年
に
杉
木
斉
之
助
な
ど
と
度
会
青
年
会
を
結
成
し
、
翌
二
一
一
一
年
よ
り
尾
崎
派
支
援
組
織
に
入
り
、
そ
の
ま
ま
好
友
会
発
足
に
法
政
史
学
第
七
十
号
加
わ
る
。
後
に
三
重
セ
メ
ン
ト
常
務
、
宇
治
山
田
市
会
議
員
・
同
議
長
と
な
る
。
（
別
）
明
治
法
律
学
校
卒
業
。
明
治
二
二
年
に
佐
伯
市
太
郎
と
と
も
に
度
会
青
年
会
を
結
成
し
た
が
、
佐
伯
と
は
異
な
り
自
由
党
派
の
正
義
会
へ
入
り
、
実
質
的
な
領
袖
と
な
る
。
そ
の
後
、
正
義
会
を
離
脱
し
、
憲
政
党
合
同
の
頃
に
好
友
会
へ
所
属
し
た
と
思
わ
れ
る
。
一
部
好
友
会
の
論
客
的
存
在
で
あ
っ
た
が
、
好
友
会
衰
退
と
と
も
に
浜
田
支
援
へ
と
転
じ
た
。
後
述
す
る
神
都
倶
楽
部
の
重
鎮
と
な
り
、
三
重
県
会
議
員
・
同
参
事
会
員
を
経
て
、
県
政
同
志
会
（
県
会
議
員
の
浜
田
派
組
織
）
の
幹
部
と
し
て
活
動
す
る
。
（
型
）
開
業
医
。
度
会
郡
大
湊
町
会
議
員
を
経
て
同
町
長
に
就
任
す
る
。
好
友
会
員
で
あ
っ
た
が
、
明
治
三
八
年
に
離
脱
・
出
馬
し
て
県
会
議
員
と
な
る
。
（
妬
）
度
会
郡
大
内
山
村
会
議
員
・
同
村
長
を
長
く
勤
め
る
。
明
治
二
三
年
よ
り
県
会
議
員
に
就
任
し
て
い
た
が
、
明
治
三
一
年
に
不
出
馬
と
好
友
会
離
脱
を
表
明
し
た
。
し
か
し
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
政
界
隠
居
の
身
で
あ
り
な
が
ら
、
突
如
と
し
て
明
治
一
一
一
六
年
の
県
会
選
に
出
馬
し
当
選
す
る
。
（
別
）
註
９
で
示
し
た
書
簡
に
あ
る
「
高
瀬
」
は
、
こ
の
高
瀬
章
二
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
行
正
と
高
瀬
は
度
会
郡
城
川
村
川
端
（
現
、
伊
勢
市
川
端
町
）
に
居
住
し
て
い
る
。
（〃）前掲『尾崎叩一万堂全集第十一巻』二五七～二五九頁。
（
邪
）
明
治
六
年
に
慶
應
義
塾
教
師
と
な
り
、
累
進
し
て
同
教
頭
・
副
社
頭
・
評
議
員
・
臨
時
塾
頭
を
務
め
る
。
ま
た
、
千
代
川
生
命
保
険
社
一ハーハ
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長
・
千
代
川
火
災
海
上
保
険
社
長
・
時
事
新
報
社
会
長
と
な
る
。
第
三
回
総
選
挙
落
選
後
は
政
界
進
出
に
意
欲
を
示
さ
な
か
っ
た
も
の
の
、
昭
和
七
年
か
ら
死
去
す
る
昭
和
一
三
年
ま
で
貴
族
院
議
員
（
勅
選）へ就任した。
（
型
鳥
羽
藩
士
の
家
に
生
ま
れ
る
。
板
垣
退
助
ら
の
民
撰
議
院
設
立
建
白
を
支
持
し
、
立
志
社
を
経
て
自
由
党
結
成
に
加
わ
っ
た
。
自
由
党
・
憲
政
党
・
政
友
会
に
所
属
し
、
板
垣
内
相
秘
書
官
や
大
蔵
省
参
与
官
を
歴
任
す
る
ほ
ど
の
重
鎮
で
あ
り
、
「
板
垣
退
助
の
懐
刀
」
「
自
由和尚」などと呼ばれた。
第
一
Ｍ
総
選
挙
か
ら
三
重
第
一
区
よ
り
出
馬
し
、
連
続
１
Ｍ
当
選
を
果
た
す
（
厳
密
に
は
第
二
Ｍ
総
選
挙
で
落
選
し
て
い
る
も
の
の
、
第
四
区
よ
り
補
選
で
当
選
し
て
い
る
）
。
志
摩
郡
鳥
羽
町
出
身
で
あ
る
た
め
、
第
五
区
か
ら
の
出
馬
が
自
然
と
思
え
る
も
の
の
、
第
一
回
総
選
挙
で
第
一
区
の
同
志
か
ら
立
候
補
を
懇
願
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
第
一
区
が
立
脚
地
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
第
五
区
に
隠
然
た
る
勢
力
を
持
ち
、
正
義
会
の
実
質
的
な
指
導
者
と
し
て
、
尾
崎
・
森
本
や
好
友
会
な
ど
の
改
進
党
勢
力
と
対
時
す
る
こ
と
に
な
る
。
（
利
）
京
都
府
出
身
。
京
都
師
範
学
校
教
員
・
下
京
区
書
記
を
経
て
、
京
都
府
会
議
員
・
下
京
区
会
議
員
と
な
る
。
ま
た
、
公
論
新
報
・
自
由
新
聞
・
東
京
新
聞
・
京
都
日
報
な
ど
の
記
者
を
勤
め
る
。
第
三
Ｍ
総
選
挙
で
の
三
埴
第
五
区
か
ら
の
出
馬
に
際
し
、
「
溝
口
」
を
「
奥
野
」
へ
と
改
娩
す
る
。
い
わ
ゆ
る
「
輸
入
候
補
」
で
あ
る
が
、
日
由
党
の
若手論客とも一一一一ｍえる奥野を、恐らく板垣・栗原が画策して
第
五
区
に
拓
致
し
た
と
想
像
さ
れ
る
。
第
三
回
総
選
挙
落
選
後
も
、
明
治
期
に
お
け
る
尾
崎
行
雄
の
選
挙
（
二
）
（
渡
辺
）
自
由
党
の
「
消
極
的
対
立
候
補
」
と
し
て
第
六
回
総
選
挙
ま
で
第
五
区
で
の
活
動
を
続
け
る
が
、
大
選
挙
区
制
と
な
っ
た
第
七
同
総
選
挙
で
は
郷
里
の
京
都
市
選
挙
区
か
ら
出
馬
し
、
連
続
三
回
当
選
す
る
。
（Ⅲ）前掲『尾崎叩一万堂全集第十一巻」二五八～二五九頁。
（
聖
員
弁
郡
北
大
社
村
の
名
門
豪
農
に
生
ま
れ
る
。
若
く
し
て
改
進
党
員
と
な
り
、
一
一
一
重
県
会
議
員
・
同
副
議
長
・
同
議
長
を
経
て
、
第
三
～
七
回
総
選
挙
に
当
選
□
以
後
は
貴
族
院
議
員
（
多
額
納
税
）
に
転
じ
、
明
治
三
七
年
か
ら
大
正
七
年
ま
で
就
任
す
る
。
古
豪
の
改
進
党
員
で
あ
り
、
後
述
す
る
同
じ
く
古
豪
の
、
由
党
員
・
天
春
文
衛
と
激
し
い
選
挙
戦
を
展
開
し
た
。
（
羽
）
鈴
鹿
郡
神
戸
村
生
ま
れ
、
弁
護
十
。
東
京
帝
国
大
学
法
学
部
を
卒
業
し
、
朝
鮮
領
事
・
香
港
領
事
と
し
て
勤
務
す
る
。
隈
板
内
閣
で
は
内
務
次
官
に
就
任
し
た
。
第
三
～
四
回
総
選
挙
に
当
選
。
（弧）大隈重信関係文書（早稲田大学大学史資料センター編）
２
９
５
１
四
明
治
（
聖
年
（
）
月
ｎ
日
付
大
隈
重
信
宛
尾
崎
行
雄
書
簡
拝
啓
本
書
持
参
の
和
波
氏
者
北
勢
の
徳
望
家
に
て
、
他
日
は
木
村
誓
太
郎
氏
の
後
を
承
け
て
議
員
と
な
る
べ
き
人
物
に
御
座
候
。
本
年
勢
地
御
漫
遊
の
節
津
市
に
て
拝
顔
せ
る
の
み
な
ら
ず
、
前
年
条
約
改
正
騒
ぎ
の
節
な
ど
は
頻
り
に
尽
力
し
た
る
人
に
御
座
候
。
御
閑
暇
の
際
御
面
晤
机
願
度候。十
一
Ⅱ
行
雄
六
七
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大
隈
先
生
侍
史
こ
の
書
簡
の
他
に
、
前
掲
「
森
本
確
也
宛
尾
崎
行
雄
書
簡
紹
介
」
六
三
頁
の
川
３
書
簡
で
は
、
「
二
区
の
充
美
を
攻
め
落
す
の
法
計
御
運らし被下度候」との記述が見られる。
（
理
高
知
県
出
身
。
、
、
党
創
始
者
の
一
人
で
あ
る
が
快
を
分
か
ち
、
後
に
大
隈
重
信
の
側
近
と
し
て
進
歩
党
重
鎮
と
な
る
。
松
隈
内
閣
の
農
商
務
次
而
、
隈
板
内
閣
の
農
商
務
大
原
を
務
め
る
。
第
六
Ⅲ
総
選
挙
よ
り
連
続
六
Ｍ
当
選
。
尚
知
出
身
で
は
あ
る
が
、
尾
崎
の
招
致
に
よ
り
第
五
回
総
選
挙
で
三
重
第
四
区
か
ら
出
馬
す
る
も
落
選
し
、
第
六
回
総
選
挙
で
雪
辱
を
晴
ら
し
た
。
第
八
回
総
選
挙
か
ら
郷
里
の
高
知
へ
戻
り
、
旧
自
由
党
土
佐
派
の
内
証
に
乗
じ
て
、
「
改
進
党
と
狐
は
土
佐
に
棲
ま
ず
」
と
い
う
裡
諺
を
覆
し
、
郡
部
選
挙
区
よ
り
の
当
選
を
実
現
さ
せ
た
。
（弧）
前
掲
「
森
本
確
也
宛
尾
崎
行
雄
書
簡
紹
介
」
恥
９
・
認
・
虹・蛸
書
簡
を
参
照
。
（
〃
）
前
掲
「
尾
崎
行
雄
の
選
挙
ｌ
世
界
に
誇
れ
る
号
堂
選
挙
を
支
え
た
人々ｌ」七Ｗ頁。
（
翌
前
掲
「
森
本
確
也
宛
尾
崎
行
雄
詳
簡
紹
介
」
七
○
頁
の
Ⅲ
別
書
簡
を
参
照
。
な
お
、
翻
刻
の
段
階
で
は
年
次
が
推
定
で
き
ず
空
欄
と
し
た
。
本
文
中
へ
記
し
た
理
山
に
よ
り
、
年
次
は
明
治
三
一
一
年
と
推
定
さ
れ
る
。
（
鍋
）
原
因
は
、
今
も
っ
て
明
ら
か
と
な
っ
て
い
な
い
。
五
百
旗
頭
鳶
は
、
『
大
隈
重
信
と
政
党
政
治
」
（
東
京
大
学
出
版
会
、
平
成
一
五
年
）
二
七
七
’
二
七
八
頁
に
て
、
そ
の
原
因
を
「
政
権
担
当
能
力
の
法
政
史
学
第
七
十
号
あ
る
政
党
を
尾
崎
は
長
年
追
求
し
て
き
た
が
、
野
党
時
代
が
長
引
く
に
つ
れ
憲
政
本
党
は
こ
う
し
た
資
質
を
失
い
、
そ
の
対
外
硬
論
に
至
っ
て
は
日
露
関
係
の
調
整
を
妨
げ
か
ね
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
好
意
的
に
考
え
る
な
ら
ば
、
尾
崎
は
伊
藤
の
政
党
改
革
の
理
念
に
新
し
い
可
能
性
を
見
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
、
「
本
人
の
弁
明
も
ま
じ
えて推測」している。
（
釦
）
前
掲
「
森
本
確
也
宛
尾
崎
行
雄
書
簡
紹
介
」
六
四
頁
。
恥
、
明
治
（
翌
年
９
Ⅱ
、
Ⅱ
拝
復
無
事
御
加
養
中
の
川
奉
賀
候
。
老
兄
新
政
党
え
加
盟
の
儀
は
過
日
武
市
氏
等
と
同
時
に
取
計
置
候
間
、
左
様
御
承
知
被
下
度
候
。
政
界
異
状
な
し
。
進
党
の
改
革
も
愈
々
無
望
に
相
成
候
由
に
て
、
首
藤
三
田
村
何
れ
も
失
望
し
て
帰
県
せ
り
。
松
島
氏
は
単
独
脱
党
に
取
極
候
由
。
白
井
氏
上
京
頻
に
老
兄
を
探
し
居
候
へ
共
、
御
宿
所
不
明
に
付
帰
県
致
候
。
第
五
区
の
同
志
者
は
多
分
暫
く
政
党
以
外
に
中
立
す
る
事
に
可
相
成
乎
と
存
候
。
小
生
は
寧
ろ
之
を
勧
め
置
候
。
小
生
一昨Ⅲ表書の地え転帰致候⑪
九
几
十
Ⅱ
行
雄
森
本
兄
十
五
日
の
発
会
式
に
は
可
成
御
臨
場
被
下
度
候
。
（
且
）
前
掲
「
尾
崎
行
雄
全
集
第
十
巻
」
五
囚
三
頁
。
（
翌
前
掲
「
森
本
確
也
宛
尾
崎
行
雄
書
簡
紹
介
」
六
四
頁
の
川
辺
書
簡
を参照。
六
八
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（
側
）
尾
崎
自
身
も
前
掲
「
尾
崎
行
雄
全
集
第
十
巻
」
三
六
○
頁
に
て
、
「・…：私が幾んど落選しかけた事は、一度あったが、それ
は
私
が
多
年
養
成
し
た
同
志
を
棄
て
、
政
友
会
に
入
っ
た
か
ら
で
あ
る。」と述べている。
（
仏
）
尾
崎
が
得
た
票
の
う
ち
、
志
摩
郡
は
約
一
六
％
、
度
会
郡
は
約
五
四
％
を
、
そ
れ
ぞ
れ
占
め
て
い
る
。
合
計
で
は
約
七
○
％
と
な
る
。
（
妬
）
津
市
出
身
。
東
京
専
門
学
校
英
語
本
科
卒
業
を
経
て
、
津
巾
会
議
貝
・
伊
勢
銀
行
取
締
役
・
伊
勢
鉄
道
社
長
・
三
重
県
農
工
銀
行
監
森
役
な
ど
を
勤
め
る
。
こ
の
時
則
は
伊
勢
新
聞
社
長
。
第
九
～
第
一
二
回
総
選
挙
に
当
選
。
旧
四
区
で
の
大
石
の
後
継
者
選
定
は
確
か
に
難
航
し
て
い
た
が
、
旧
四
区
外
で
あ
る
松
本
を
後
継
へ
据
え
る
の
に
は
無
理
が
あ
っ
た
。
実
際
に
、
松
本
は
準
備
不
足
と
も
合
わ
せ
て
、
第
八
回
総
選
挙
で
は
得票が伸びず落選し、郡部選挙区から津市選挙区へ移って
当
選
を
果
た
し
た
。
こ
の
よ
う
な
後
継
者
選
定
は
無
意
味
で
あ
り
、
大
石
の
真
意
は
不
明
な
が
ら
、
尾
崎
へ
旧
川
区
の
地
盤
を
返
す
と
い
う
配
慮
が
働
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
（
妬
）
森
本
に
六
Ⅸ
の
地
盤
を
提
供
し
た
の
は
、
元
進
歩
派
で
Ⅲ
知
の
関
係
に
あ
る
森
川
六
右
衛
門
で
あ
っ
た
。
森
本
へ
の
同
情
と
も
受
け
止
め
ら
れ
る
が
、
森
川
に
は
同
じ
旧
六
区
か
ら
吏
党
系
と
し
て
当
選
し
て
い
る
八
尾
信
夫
を
追
い
落
と
す
と
い
う
目
的
が
あ
っ
た
。
こ
こ
で
両
者
の
思
惑
が
一
致
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
森
川
は
、
選
挙
後
の
明治三八年一○月に死去した。
な
お
、
季
武
義
也
「
選
挙
違
反
の
歴
史
Ｉ
ウ
ラ
か
ら
み
た
日
本
の
明
治
期
に
お
け
る
尾
崎
行
雄
の
選
挙
（
二
）
（
渡
辺
）
一
○
○
年
ｌ
」
（
吉
川
弘
文
館
、
平
成
一
九
年
）
で
は
、
九
七
～
九
九
頁
で
旧
六
区
の
選
挙
買
収
事
件
を
描
い
て
い
る
が
、
九
七
頁
に
登
場
す
る
第
八
回
総
選
挙
で
八
尾
信
夫
の
前
へ
現
れ
た
「
有
力
な
ラ
イ
バ
ル
」
と
は
森
本
確
也
の
こ
と
で
あ
る
。
（灯）ホテル宇仁館経常者・伊勢朗報社長・志勢共同魚商会社
長
。
第
七
Ⅲ
総
選
挙
に
お
い
て
は
、
山
川
は
浜
川
の
参
謀
格
で
あ
り
、
公
川
会
の
票
を
浜
川
に
流
す
な
ど
の
工
作
を
行
っ
た
（
詳
細
は
前
掲
「
明
治
期
に
お
け
る
尾
崎
行
雄
の
選
挙
（
１
）
」
七
六
頁
を
参
照
）
。
し
か
し
、
西
川
と
浜
川
の
間
に
は
早
く
も
亀
裂
が
生
じ
た
よ
う
で
あ
り
、
第
八
Ｍ
総
選
挙
で
の
内
田
は
浜
田
を
支
援
し
な
か
っ
た
。
以
後
の
西
田
・
浜
田
間
は
、
妥
協
の
時
期
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
宇
治
山
田
政
界
を
二
分
す
る
よ
う
な
抗
争
を
繰
り
広
げ
る
に
至る。
（
蛆
）
北
牟
婁
郡
引
本
町
出
身
。
引
本
町
会
議
員
・
県
会
議
員
・
紀
北
商
業
銀
行
頭
取
・
三
重
県
農
工
銀
行
監
査
役
を
勤
め
る
。
第
八
・
九
回
総
選
挙
に
財
産
家
の
名
望
を
駆
使
し
て
当
選
。
旧
五
区
内
の
北
牟
婁
郡
出
身
で
あ
る
た
め
、
尾
崎
の
北
牟
興
郡
で
の
得
票
率
が
減
少
し
た
［
グ
ラ
フ
］
。
た
だ
し
、
速
水
は
川
治
三
七
年
一
○
几
に
死
去
し
た
た
め
、
以
後
に
お
け
る
尾
崎
の
選
挙
に
は
影
響
を
与
え
な
か
っ
た
。
（伯）朝明郡中野村出身。三重紡績会社社長・一一一重県勧業会会
頭
・
三
重
県
農
工
銀
行
頭
取
を
勤
め
る
。
朝
明
郡
会
議
員
・
県
会
議
員
・
同
常
置
委
員
を
経
て
、
第
一
・
二
ｕ
総
選
挙
に
三
重
県
第
一
一
一
区
か
ら
当
選
。
第
三
・
四
回
総
選
挙
で
は
木
村
誓
太
郎
に
敗
れ
、
明
治
三
○
年
四
月
か
ら
一
一
一
七
年
九
月
ま
で
貴
族
院
議
員
（
多
額
納
税
）
と
六
九
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る
。
栗
原
と
並
ぶ
三
重
県
自
由
党
の
古
豪
で
あ
り
、
こ
の
時
期
で
は
貴
族
院
議
員
な
が
ら
、
強
い
影
響
力
を
保
持
し
て
い
た
。
尾
崎
に
票
を
与
え
た
理
由
を
想
像
す
れ
ば
、
政
友
会
で
肩
を
並
べ
て
い
た
時
期
も
あ
り
、
ま
た
脱
党
後
も
準
政
友
会
の
位
置
に
あ
る
尾
崎
に
対
し
、
旧
三
区
付
近
で
立
脚
す
る
森
茂
生
・
辻
寛
が
非
政
友
系
だ
っ
た
た
め
で
も
あ
ろ
う
。
な
お
、
天
春
は
同
年
九
月
に
貴
族
院
多
額
納
税
議
員
の
地
位
を
宿
敵
と
も
言
え
る
木
村
誓
太
郎
に
明
け
渡
す
が
、
後
年
の
第
一
三
・
一
円
Ⅱ
総
選
挙
で
当
選
し
衆
議
院
議
員
へ
の
復
活
を
果たす。
（
卯
）
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
収
集
文
書
「
皿
天
春
文
衛
宛
書
簡
」
皿
１
１
明
治
師
年
１
月
別
日
付
天
春
文
衛
宛
尾
崎
行
雄
書
簡拝
啓
小
生
事
来
る
一
一
一
十
日
三
十
一
日
の
休
暇
に
際
し
貴
郡
中
の
四
郷
、
県
、
三
重
の
各
村
に
て
演
説
会
を
開
く
見
込
に
て
目
下
交
渉
中
に
有
之
候
間
、
右
不
惑
御
承
知
被
下
度
候
。
老
台
も
立
た
ず
平
川
氏
も
出
ざ
る
時
は
貴
郡
内
の
投
票
は
如
何
可
机
成
乎
「
御
差
支
な
き
限
り
小
生
へ
も
御
分
配
被
下
度
希
望
の
至
に
御
座
候
。
草
々
不
尽
一
月
汁
三
日
行
雄
天
春
様
（
Ⅲ
）
栗
原
に
と
っ
て
、
度
会
郡
の
得
票
は
公
同
会
に
よ
る
集
票
と
考
え
て
間
違
い
な
い
。
第
七
～
九
回
総
選
挙
で
の
度
会
郡
の
投
票
率
は
、
栗
原
が
第
七
凹
約
一
八
％
・
第
八
回
約
一
八
％
・
第
九
回
約
一
○
％
法
政
史
学
第
七
十
号
で
あ
り
、
第
九
回
総
選
挙
で
急
激
に
低
く
な
る
様
相
が
窺
え
る
。
こ
れ
は
、
浜
田
に
よ
る
公
同
会
の
取
り
込
み
が
原
因
で
あ
ろ
う
。
逆
に
浜
田
は
、
第
七
回
約
一
一
四
％
・
第
八
同
約
一
○
％
・
第
九
回
約
三
六
％
で
あ
り
、
第
七
・
八
回
総
選
挙
の
増
減
は
西
田
の
影
響
、
そ
し
て
飛
躍
し
た
第
九
同
総
選
挙
は
公
同
会
票
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る。
（団）前掲「尾崎等堂全集第十一巻」四五二頁。
（
聖
拙
稿
「
森
本
確
也
宛
尾
崎
行
雄
書
簡
紹
介
」
五
八
頁
と
、
六
一
頁
の
肋
２
書
簡
を
参
照
。
森
本
は
浜
田
支
援
に
廻
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
尾
崎
か
ら
の
要
請
が
あ
れ
ば
、
あ
る
程
度
の
支
援
を
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
（
別
）
行
正
は
、
宇
治
山
田
町
の
草
創
期
政
治
結
社
と
調
整
し
つ
つ
、
実
際
に
地
盤
を
固
め
た
の
が
度
会
郡
二
部
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。
尾
崎
の
地
盤
は
、
好
友
会
没
落
後
は
宇
治
山
田
か
ら
度
会
二
部
へ
推
移
し
、
そ
れ
が
Ⅲ
一
方
堂
会
の
基
盤
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
も
し
こ
れ
が
事
実
で
あ
れ
ば
、
行
正
は
第
一
回
総
選
挙
で
尾
崎
を
三
重
第
五
区
に
導
い
た
だ
け
で
な
く
、
度
会
郡
二
部
と
い
う
最
高
の
地
盤
を
尾
崎
に
提
供
し
た
と
言
え
る
。
実
際
に
、
行
正
没
後
に
お
い
て
、
尾
崎
は
度
会
二
部
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
た
た
め
か
、
長
男
の
彦
麿
を
行
正
旧
宅
（
現
在
の
伊
勢
市
尾
崎
等
堂
記
念
館
）
に
配
置
し
て
い
る
。
（
弱
）
宇
治
山
田
町
に
市
制
が
布
か
れ
、
明
治
三
九
年
九
月
一
日
よ
り
宇
治
山
田
市
と
な
る
。
七
○
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［
付
記
］
本
稿
は
、
前
号
・
前
々
号
に
続
き
、
平
成
一
五
年
度
日
本
史
演
習
Ⅵ
（
学
部
近
代
史
三
年
ゼ
ミ
）
に
お
け
る
成
果
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ゼ
ミ
で
解
明
で
き
な
か
っ
た
好
友
会
の
こ
と
を
、
ゼ
ミ
生
有
志
と
著
者
で
小
さ
な
研
究
会
を
立
ち
上
げ
、
探
求
を
行
っ
た
。
そ
の
成
果
は
、
前
号
の
「
明
治
期
に
お
け
る
尾
崎
行
雄
の
選
挙
（
二
’
第
七
Ｍ
総
選
挙
の
諸
相
ｌ
」
で
結
実
し
た
も
の
の
、
肝
心
な
好
友
会
の
全
貌
解
明
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
年
月
を
総
て
し
ま
っ
た
が
、
皆
で
集
め
た
資
史
料
を
埋
も
れ
さ
す
こ
と
が
惜しく、不完全ながらも著者が代表して纏めたのが本稿
で
あ
る
。
特
に
、
好
友
会
の
発
足
と
解
散
の
過
程
は
杉
本
悟
洋
氏
か
ら
、
第
二
・
三
回
総
選
挙
に
関
す
る
内
容
は
井
坂
真
澄
氏
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
有
益
な
多
く
の
教
示
を
得
た
。
杉
本
氏
・
井
坂
氏
は
実
質
的
な
第
二
著
者
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
て
お
く
。
明
治
期
に
お
け
る
尾
崎
行
雄
の
選
挙
（
二
）
（
渡
辺
）
七
一
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